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令
和
４
年
度
の
計
画
で
は
、
40
年
間

で
43
％
の
削
減
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
進
捗
状
況
と
事
業
計
画
は
。

　
　

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で

の
６
年
間
で
床
面
積
が
２
７
８
７
平
米
の

増
、
率
に
し
て
１
・
２
％
の
増
と
な
っ
て

い
る
。
要
因
は
、
本
庁
舎
新
築
に
よ
る
床

面
積
の
増
加
、
あ
り
あ
け
荘
や
浄
化
苑
解

体
を
先
送
り
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
令
和
５
年
度
は
桜
馬
場
住
宅
の
１
棟

を
解
体
済
み
で
あ
り
、
梅
園
団
地
の
２
棟

を
解
体
予
定
で
あ
る
。
合
わ
せ
て
５
１
３

・
９
平
方
メ
ー
ト
ル
の
削
減
予
定
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
　

公
民
館
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
建
て

替
え
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
聞
く
が
、

今
後
の
計
画
の
進
め
方
は
。

　
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
お
い

て
、
公
民
館
は
市
内
各
地
区
を
基
本
に
配

置
す
る
と
し
て
い
る
が
、
今
後
は
小
中
学

校
再
編
も
踏
ま
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
議
論
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

現
在
の
移
住
・
定
住
へ
の
取
組
や
実

績
は
。

　
　

移
住
者
数
の
増
加
を
図
る
た
め
、
移

住
相
談
会
へ
の
参
加
や
お
試
し
住
宅
の
提

供
を
行
い
、
地
域
住
民
や
移
住
者
と
交
流

す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
、
定
住
促
進

を
図
っ
て
い
る
。
過
去
３
年
間
の
実
績
は
、

令
和
２
年
度
は
29
世
帯
47
人
、
令
和
３
年

度
は
32
世
帯
59
人
、
令
和
４
年
度
は
47
世

帯
78
人
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
は

過
去
最
高
の
移
住
者
数
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

高
校
生
の
移
住
者
に
対
し
て
、
寮
費

等
の
補
助
は
で
き
な
い
の
か
。
高
校
生
の

活
躍
に
よ
り
、
本
市
の
経
済
活
動
が
非
常

に
有
意
義
に
な
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
　

他
市
の
例
は
把
握
し
て
い
る
。
実
情

を
把
握
し
、
本
市
独
自
で
で
き
る
の
か
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
等
で
総
合
的
に
や
る
の

か
、
見
極
め
る
に
は
時
間
が
必
要
。
い
ろ

ん
な
角
度
か
ら
検
討
さ
せ
て
ほ
し
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
職
員
に
ま
ち
づ
く
り
研
修
と
行
事
へ
の

　

参
加
を

◇
職
員
を
地
域
連
絡
員
と
し
て
担
当
し
て

　

も
ら
っ
た
ら
ど
う
か

　
　

物
価
高
の
影
響
が
大
き
い
非
課
税
世

帯
へ
の
確
実
・
迅
速
な
給
付
が
必
要
だ
が

市
の
見
解
は
。

　
　

低
所
得
世
帯
支
援
枠
７
万
円
の
給
付

金
は
国
の
補
正
予
算
成
立
を
受
け
、
12
月

議
会
で
追
加
補
正
予
算
を
上
程
。
申
請
が

必
要
な
い
世
帯
は
年
内
、
申
請
が
必
要
な

世
帯
に
は
確
認
書
を
送
付
し
、
明
年
よ
り

順
次
支
給
。
で
き
る
だ
け
早
い
支
給
を
準

備
す
る
。

　
　

各
自
治
体
の
「
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
」

は
、
幅
広
く
還
元
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
等
で
の
消
費
の
下
支
え
が
適
し
て
い

る
の
で
は
。

　
　

様
々
な
意
見
を
集
約
し
た
上
で
、
商

品
券
も
視
野
に
含
め
、
広
く
公
平
に
使
え

る
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
の
対
象
世

帯
数
は
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
と
活
用
は
。

　
　

生
後
４
カ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い

る
２
６
４
件
中
２
５
９
件(

98
・
１
％)

を
訪
問
。
支
援
情
報
の
提
供
や
相
談
等
を

行
い
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

の
確
保
と
児
童
虐
待
の
予
防
が
目
的
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
は
令
和
３
年
10
月
に
設

置
。
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
各
支
援
機

関
と
も
情
報
共
有
、
連
携
を
し
、
昨
年
度

は
妊
婦
面
接
３
１
７
人
で
１
０
０
％
の
実

績
。
一
人
一
人
の
状
況
か
ら
、
必
要
に
応

じ
た
妊
娠
中
か
ら
の
支
援
計
画
の
作
成
等

を
行
っ
て
い
る
。

　
　

第
１
子
世
帯
や
園
未
入
所
世
帯
、
市

県
外
か
ら
の
母
親
を
対
象
と
す
る
な
ど
、

市
独
自
の
訪
問
事
業
拡
充
の
必
要
性
は
。

　
　

関
係
各
課
で
各
種
訪
問
を
実
施
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
き
め
細
や
か

な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合

的
に
組
み
合
わ
せ
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
、

子
育
て
ま
で
、
母
子
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー

ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
島
原
市
の
鳥
獣
被
害

◇
市
民
相
談
よ
り

Q

A

AQ

Q

Q

平成会

はまさき　きよし

濱﨑 清志 議員

公明党

まつざき　こうだい

松﨑 広大 議員
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物
価
高
騰
に
対
す
る
「
重
点
支
援

 

地
方
交
付
金
」

AQA
 

定
住
促
進
事
業

 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

A Q

QA

 

行
政
が
歩
み
よ
る
子
育
て
支
援


